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Aの部屋 Ｂの部屋

　ウのところが点Ｄになります。
ＡＢとＤＣ，ＢＣとＡＤが平行に
なりそうだからです。

　ウのところが点Ｄになります。
ＡＢとＤＣ，ＢＣとＡＤが同じ長
さになりそうだからです。

授業アイディア例 授業アイディア例

　２つの作図は，平行四辺形のどの特ちょ
うを用いて，作図したのですか。

「こみぐあいを図に表して立式しよう」「こみぐあいを図に表して立式しよう」
～立式の根拠を明確にする～

● 　 点Ｄの位置の根拠を問うことによって，「ＡＢとＤＣ，ＢＣとＡＤがそれぞれ平行になるから」等，作図のための方針とその具
体的方法を児童がもてるようにすることが大切です。

参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　算数」  P.39 ～ P.42，「平成 26年度　解説資料　小学校　算数」  P.27 ～ P.29 参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　算数」  P.46 ～ P.47，「平成 26年度　解説資料　小学校　算数」  P.34 ～ P.35

〔第５学年〕 Ｂ　量と測定（4）ア

学習指導要領における領域・内容

本授業アイディア例 活用の本授業アイディア例 活用のポイントポイント
● 　こみぐあいを比べる場合は，単位量当たりの大きさが明確になるように図に工夫して表し， その図を根拠に式を立てて求める
ことが大切です。

本授業アイディア例 活用の本授業アイディア例 活用のポイントポイント

課題の見られた問題の概要と結果

Ａ ４ 　異種の二つの量の割合

　８㎡に 16人いるＡの部屋の様子を表している図を選ぶＡ ４ （1） 正答率 82.4%
　８㎡に 16人いるＡの部屋について，１㎡当たりの人数を求める式を書くＡ ４ （2） 正答率 61.0%

課題の見られた問題の概要と結果

Ａ ６ 　平行四辺形の作図

　コンパスを使った平行四辺形のかき方について，用いられている平行
四辺形の特徴を選ぶＡ ６  正答率 52.1%

「図形の約束や性質に基づいて作図しよう」「図形の約束や性質に基づいて作図しよう」
～作図の方法と図形の約束や性質を関連付ける～

　作図をする際に，どの性質を用いているかについて判断することに課題が見られました。本アイディア例は，作図の学習の際，手順
や方法だけでなく，それらと関連する平行四辺形の約束や性質と結びつけ，図形の理解を深めることを狙いとしています。

〔第４学年〕 Ｃ　図形（1）ア イ

学習指導要領における領域・内容

　１㎡当たりの人数を求めるための式の理解に課題が見られました。本アイディア例は，問題場面を比較しやすいように図に表すこ
とで，二つの数量のうちどちらを単位量とするかを判断し，立式の根拠を明確にする授業です。

❶　平行四辺形を作図する見通しを立てる

　Ｂの部屋にそろえて，Aの部屋を，たて１ｍ，よこ８ｍの長方形と考えて，図を
つくり直しました。また，部屋を１㎡ごとに分けて，１㎡当たりの人数を表しました。

　かたよりがないように，ならべてみました。

　（人数）÷（面積）をすると，１㎡当たり
何人かを求めることができます。

　すっきりしたけど，まだどち
らの部屋の方がこんでいるか，
この図ではわかりません。

　このままでは部屋の中に人が
かたよっているので，どちらの
部屋の方がこんでいるかわかり
ません。

　㋐のかきかたでは，辺の長さも角度も調べていませ
ん。三角定規で平行な直線をかいているから，①の特
ちょうを使っています。

　㋑のかきかたでは，コンパスで同じ長さを測り取っ
てかいています。向かい合う辺の長さが等しくなるよ
うにかいているから，②の特ちょうを使っています。

　一人当たりの面積で比べる方法も
あります。

　やっぱり図で表したときと同じよう
にAの部屋の方がこんでいます。

　あと２つの辺をかけばよいです。

　点Ｄの位置がきまればよいです。

　一人当たりの面積を求めるなら，
（面積）÷（人数）をすればよいと思
います。

　AとＢのどちらの部屋の方が，こみ合っていますか。図に表してみましょう。

　今度は，こみぐあいを式に表して考えてみましょう。

　点Ｄの位置を予想します。点Ｄはどの場所になりますか。
また，なぜその場所になると思うのですか。

※本授業は，平行四辺形の作図方法について学習する場面です。

　右の図をもとに，

平行四辺形を完成

させましょう。

教師

　続きはどのようにかいたらよいですか。

　２つの考え方で
作図してみましょう。

　Aの部屋は１㎡当たりに
２人います。Ｂの部屋は
１㎡当たりに２人はいませ
ん。だから，Aの部屋の方
がこんでいます。

❶　Aの部屋とＢの部屋の様子を表した図を整理して表し直す

❷　Aの部屋とＢの部屋のこみぐあいを図をもとに式で表す

❷　残りの２つの辺を作図する

❸　作図方法について振り返る
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磁石で動かす

①　向かい合う２組の辺が平行になる。

②　向かい合う２組の辺の長さが等しい。

③　向かい合う２組の角の大きさが等しい。

④　２つの対角線がそれぞれの真ん中の点で交わる。
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